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(57)【要約】
【課題】連続して入力される撮像信号を効率的に評価す
ることができる医療用撮像装置及び内視鏡装置を提供す
ること。
【解決手段】本発明にかかる医療用撮像装置は、複数の
画素を有し、該複数の画素の電気信号を含む撮像信号を
出力する撮像部と、撮像信号を記録するメモリと、撮像
信号に基づいて生成される画像の評価値を算出する評価
値算出部と、表示対象の撮像信号を選択する指示信号が
入力された場合に、評価値算出部が算出した評価値をも
とに、表示対象の撮像信号を選択する撮像信号選択部と
、撮像信号選択部により選択された撮像信号をメモリか
ら抽出するメモリ制御部と、メモリ制御部から取得した
撮像信号に対して処理を施して表示用の画像を生成する
画像処理部と、を備え、評価値算出部は、有効画素領域
の一部の画素領域である検波領域に含まれる画素が生成
した電気信号を検波することによって評価値を算出する
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からの光を受光して電気信号に変換する複数の画素を有し、該複数の画素の電気信
号を含む撮像信号を出力する撮像部と、
　前記撮像部が生成した前記撮像信号を記録するメモリと、
　前記撮像信号に基づいて生成される画像の評価値を算出する評価値算出部と、
　表示対象の撮像信号を選択する指示信号が入力された場合に、前記評価値算出部が算出
した前記評価値をもとに、前記表示対象の撮像信号を選択する撮像信号選択部と、
　前記撮像信号選択部により選択された撮像信号を前記メモリから抽出するメモリ制御部
と、
　前記メモリ制御部から取得した前記撮像信号に対して処理を施して表示用の画像を生成
する画像処理部と、
　を備え、
　前記評価値算出部は、検波領域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波する
ことによって前記評価値を算出し、
　前記検波領域は、前記表示用の画像を生成するための有効画素領域における一部の画素
領域である
　ことを特徴とする医療用撮像装置。
【請求項２】
　前記評価値算出部は、前記有効画素領域を間引いた領域を前記検波領域とし、該検波領
域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波することによって前記評価値を算出
する
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療用撮像装置。
【請求項３】
　前記検波領域は、前記有効画素領域の中央の画素領域である
　ことを特徴とする請求項２に記載の医療用撮像装置。
【請求項４】
　外部からの光を受光して電気信号に変換する複数の画素を有し、該複数の画素の電気信
号を含む撮像信号を出力する撮像部と、
　前記撮像部が生成した前記撮像信号を記録するメモリと、
　前記撮像信号に基づいて生成される画像の評価値を算出する評価値算出部と、
　表示対象の撮像信号を選択する指示信号が入力された場合に、前記評価値算出部が算出
した前記評価値をもとに、前記表示対象の撮像信号を選択する撮像信号選択部と、
　前記撮像信号選択部により選択された撮像信号を前記メモリから抽出するメモリ制御部
と、
　前記メモリ制御部から取得した前記撮像信号に対して処理を施して表示用の画像を生成
する画像処理部と、
　を備え、
　前記評価値算出部は、検波領域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波する
ことによって前記評価値を算出し、
　前記検波領域は、互いに異なる撮像信号のうち取得時間が重複又は隣り合わない撮像信
号において設定される画素領域である
　ことを特徴とする医療用撮像装置。
【請求項５】
　前記表示用の画像は、左目用の撮像信号及び右目用の撮像信号に基づいて生成される立
体視用の画像であり、
　前記評価値算出部は、前記左目用の撮像信号における第１の有効画素領域、及び前記右
目用の撮像信号における第２の有効画素領域のうち、一方の有効画素領域を前記検波領域
として、該検波領域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波することによって
前記評価値を算出する
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　ことを特徴とする請求項４に記載の医療用撮像装置。
【請求項６】
　前記表示用の画像は、第１の波長帯域の光による第１の撮像信号、及び前記第１の波長
帯域とは異なる第２の波長帯域の光による第２の撮像信号に基づいて生成される画像であ
り、
　前記評価値算出部は、前記第１の撮像信号における第１の有効画素領域、及び前記第２
の撮像信号における第２の有効画素領域のうち、一方の有効画素領域を前記検波領域とし
て、該検波領域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波することによって前記
評価値を算出する
　ことを特徴とする請求項４に記載の医療用撮像装置。
【請求項７】
　前記評価値算出部は、前記画像のぶれ又は／及びぼけの大きさを評価する前記評価値を
算出する
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一つに記載の医療用撮像装置。
【請求項８】
　前記画像処理部が生成する前記表示用の画像を、所定の切り替え間隔で表示装置に切り
替え表示させるとともに、該切り替え表示している際にフリーズ指示が入力された場合、
前記表示装置に、前記切り替え間隔よりも長い間隔で一つの前記表示用の画像をフリーズ
表示させる制御部、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１～７のいずれか一つに記載の医療用撮像装置
。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一つに記載の医療用撮像装置を備えたことを特徴とする内視鏡
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用撮像装置及び内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野において、撮像素子を用いて生体内（被写体像）を撮像する医療用撮像
装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１に記載の医療用撮像装置は
、生体内に挿入された内視鏡（挿入部）に装着され、当該内視鏡にて取り込まれた被写体
像を撮像する撮像素子を有するカメラ部（カメラヘッド）と、当該カメラ部からの撮像信
号を制御装置に伝送する複合ケーブルとを備える。そして、制御装置は、医療用撮像装置
からの撮像信号を処理して表示や記録用の映像信号を生成し、表示装置や記録装置に当該
映像信号を出力する。これにより、当該映像信号に基づく観察画像が、表示装置に表示さ
れるか、又は記録装置に記録される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１３４０３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、医療用撮像装置において、視認性の良好な観察画像を表示や記録するため、
撮像信号を評価して、評価結果に基づいて観察画像を表示や記録する機能を搭載すること
がある。具体的には、例えば、映像信号のぶれやぼけを検出し、検出結果に応じてぶれ量
又は／及びぼけ量が小さい観察画像を表示又は／及び記録する。近年、撮像素子の高画素
化に伴い、撮像信号のデータ量が増大し、連続して入力される撮像信号を評価する処理時
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間が増大している。評価にかかる処理時間が増大すると、表示や記録する観察画像が、時
系列的に遅れ、観察画像の表示におけるリアルタイム性や、例えば連続しての記録時にお
けるリアルタイム性が低下してしまうことがあった。また、データ量の大きい画像信号を
、短時間に効率的に評価しようとすると、回路規模が大きくなってしまう。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、連続して入力される撮像信号を効率的
に評価することができる医療用撮像装置及び内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる医療用撮像装置は、外
部からの光を受光して電気信号に変換する複数の画素を有し、該複数の画素の電気信号を
含む撮像信号を出力する撮像部と、前記撮像部が生成した前記撮像信号を記録するメモリ
と、前記撮像信号に基づいて生成される画像の評価値を算出する評価値算出部と、表示対
象の撮像信号を選択する指示信号が入力された場合に、前記評価値算出部が算出した前記
評価値をもとに、前記表示対象の撮像信号を選択する撮像信号選択部と、前記撮像信号選
択部により選択された撮像信号を前記メモリから抽出するメモリ制御部と、前記メモリ制
御部から取得した前記撮像信号に対して処理を施して表示用の画像を生成する画像処理部
と、を備え、前記評価値算出部は、検波領域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号
を検波することによって前記評価値を算出し、前記検波領域は、前記表示用の画像を生成
するための有効画素領域における一部の画素領域であることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、上記発明において、前記評価値算出部は、前
記有効画素領域を間引いた領域を前記検波領域とし、該検波領域に含まれる前記画素が生
成した前記電気信号を検波することによって前記評価値を算出することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、上記発明において、前記検波領域は、前記有
効画素領域の中央の画素領域であることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、外部からの光を受光して電気信号に変換する
複数の画素を有し、該複数の画素の電気信号を含む撮像信号を出力する撮像部と、前記撮
像部が生成した前記撮像信号を記録するメモリと、前記撮像信号に基づいて生成される画
像の評価値を算出する評価値算出部と、表示対象の撮像信号を選択する指示信号が入力さ
れた場合に、前記評価値算出部が算出した前記評価値をもとに、前記表示対象の撮像信号
を選択する撮像信号選択部と、前記撮像信号選択部により選択された撮像信号を前記メモ
リから抽出するメモリ制御部と、前記メモリ制御部から取得した前記撮像信号に対して処
理を施して表示用の画像を生成する画像処理部と、を備え、前記評価値算出部は、検波領
域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波することによって前記評価値を算出
し、前記検波領域は、互いに異なる撮像信号のうち取得時間が重複又は隣り合わない撮像
信号において設定される画素領域であることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、上記発明において、前記表示用の画像は、左
目用の撮像信号及び右目用の撮像信号に基づいて生成される立体視用の画像であり、前記
評価値算出部は、前記左目用の撮像信号における第１の有効画素領域、及び前記右目用の
撮像信号における第２の有効画素領域のうち、一方の有効画素領域を前記検波領域として
、該検波領域に含まれる前記画素が生成した前記電気信号を検波することによって前記評
価値を算出することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、上記発明において、前記表示用の画像は、第
１の波長帯域の光による第１の撮像信号、及び前記第１の波長帯域とは異なる第２の波長
帯域の光による第２の撮像信号に基づいて生成される画像であり、前記評価値算出部は、
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前記第１の撮像信号における第１の有効画素領域、及び前記第２の撮像信号における第２
の有効画素領域のうち、一方の有効画素領域を前記検波領域として、該検波領域に含まれ
る前記画素が生成した前記電気信号を検波することによって前記評価値を算出することを
特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、上記発明において、前記評価値算出部は、前
記画像のぶれ又は／及びの大きさを評価する前記評価値を算出することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる医療用撮像装置は、上記発明において、前記画像処理部が生成す
る前記表示用の画像を、所定の切り替え間隔で表示装置に切り替え表示させるとともに、
該切り替え表示している際にフリーズ指示が入力された場合、前記表示装置に、前記切り
替え間隔よりも長い間隔で一つの前記表示用の画像をフリーズ表示させる制御部、をさら
に備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる内視鏡装置は、上記の発明にかかる医療用撮像装置を備えたこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、連続して入力される撮像信号を効率的に評価することができるという
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置の概略構成を示す図である。
【図２】図２は、図１に示したカメラヘッド及び制御装置の構成を示すブロック図である
。
【図３】図３は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置が備える評価値算出部が行う
評価値算出を説明するための図である。
【図４】図４は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置が備える評価値算出部が行う
評価値算出を説明するための図である。
【図５】図５は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置が行う画像表示処理を示すフ
ローチャートである。
【図６】図６は、本発明の実施の形態の変形例１にかかる内視鏡装置が備える評価値算出
部が行う評価値算出を説明するための図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態の変形例２にかかる評価値算出処理を説明するため
の図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態の変形例３にかかる評価値算出処理を説明するため
の図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態の変形例４にかかる評価値算出処理を説明するため
の図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態の変形例５にかかる評価値算出処理を説明する
ための図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本発明の実施の形態の変形例５にかかる内視鏡装置が備える撮
像部の構成の一例を説明するための図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、本発明の実施の形態の変形例５にかかる内視鏡装置が備える撮
像部の構成の他の例を説明するための図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態の変形例５にかかる内視鏡装置が備える表示装
置が表示する画像の他の例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）を説明する。実施
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の形態では、本発明にかかる医療用撮像装置を含む医療用画像取得システムの一例として
、患者等の被検体内の画像を撮像して表示や記録する医療用の内視鏡装置について説明す
る。また、この実施の形態により、この発明が限定されるものではない。さらに、図面の
記載において、同一部分には同一の符号を付して説明する。
【００１８】
（実施の形態）
　図１は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置１の概略構成を示す図である。内視
鏡装置１は、医療分野において用いられ、人等の観察対象物の内部（生体内）の被写体を
観察する装置である。この内視鏡装置１は、図１に示すように、硬性鏡である内視鏡２と
、撮像装置３と、表示装置４と、制御装置５と、光源装置６と、記録装置１０とを備え、
撮像装置３と制御装置５とで、医療用撮像装置を構成している。
【００１９】
　光源装置６は、ライトガイド７の一端が内視鏡２に接続され、当該ライトガイド７の一
端に生体内を照明するための白色の照明光を供給する。ライトガイド７は、一端が光源装
置６に着脱自在に接続されるとともに、他端が内視鏡２に着脱自在に接続される。そして
、ライトガイド７は、光源装置６から供給された光を一端から他端に伝達し、内視鏡２に
供給する。
【００２０】
　撮像装置３は、内視鏡２からの被写体像を撮像して当該撮像結果を出力する。この撮像
装置３は、図１に示すように、信号伝送部である伝送ケーブル８と、カメラヘッド９とを
備える。
【００２１】
　内視鏡２は、硬質で細長形状を有し、生体内に挿入される。この内視鏡２の内部には、
１又は複数のレンズを用いて構成され、被写体像を集光する光学系が設けられている。内
視鏡２は、ライトガイド７を介して供給された光を先端から出射し、生体内に照射する。
そして、生体内に照射された光（被写体像）は、内視鏡２内の光学系（レンズユニット９
１）により集光される。
【００２２】
　カメラヘッド９は、内視鏡２の基端に着脱自在に接続される。そして、カメラヘッド９
は、制御装置５による制御の下、内視鏡２にて集光された被写体像を撮像し、当該撮像に
よる撮像信号を出力する。なお、カメラヘッド９の詳細な構成については、後述する。
【００２３】
　伝送ケーブル８は、一端がコネクタを介して制御装置５に着脱自在に接続されるととも
に、他端がコネクタを介してカメラヘッド９に着脱自在に接続される。具体的に、伝送ケ
ーブル８は、最外層である外被の内側に複数の電気配線（図示略）が配設されたケーブル
である。当該複数の電気配線は、カメラヘッド９から出力される撮像信号を制御装置５に
、制御装置５から出力される制御信号、同期信号、クロック、及び電力をカメラヘッド９
にそれぞれ伝送するための電気配線である。
【００２４】
　表示装置４は、制御装置５による制御のもと、制御装置５により生成された画像を表示
する。表示装置４は、観察時の没入感を得やすくするために、表示部が５５インチ以上を
有するものが好ましいが、これに限らない。
【００２５】
　制御装置５は、カメラヘッド９から伝送ケーブル８を経由して入力された撮像信号を処
理し、表示装置４や記録装置１０へ画像信号を出力するとともに、カメラヘッド９や、表
示装置４、記録装置１０の動作を統括的に制御する。なお、制御装置５の詳細な構成につ
いては、後述する。
【００２６】
　記録装置１０は、フラッシュメモリ、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Re
ad　Only　Memory）等の半導体メモリや、ＨＤＤやＤＶＤ、ブルーレイディスク等の記録



(7) JP 2019-162371 A 2019.9.26

10

20

30

40

50

媒体を用いて実現される。記録装置１０には、制御装置５から取得した画像信号が記録さ
れる。なお、記録装置１０は、制御部５７が実行する各種プログラム等が記録されていて
もよい。また、記録装置１０を制御装置５内に設けてもよい。
【００２７】
　次に、撮像装置３及び制御装置５の構成について説明する。図２は、カメラヘッド９及
び制御装置５の構成を示すブロック図である。なお、図２では、カメラヘッド９及び伝送
ケーブル８同士を着脱可能とするコネクタの図示を省略している。また、図２において、
画像にかかる信号の流れを実線の矢印で示し、制御等にかかる信号の流れを破線の矢印で
示している。
【００２８】
　以下、制御装置５の構成、及びカメラヘッド９の構成の順に説明する。なお、以下では
、制御装置５の構成として、本発明の要部を主に説明する。制御装置５は、図２に示すよ
うに、メモリ制御部５１と、メモリ５２と、画像処理部５３と、評価値算出部５４と、評
価値メモリ５５と、撮像信号選択部５６と、制御部５７とを備える。なお、制御装置５に
は、制御装置５及びカメラヘッド９を駆動するための電源電圧を生成し、制御装置５の各
部にそれぞれ供給するとともに、伝送ケーブル８を介してカメラヘッド９に供給する電源
部（図示略）などが設けられていてもよい。
【００２９】
　メモリ制御部５１は、カメラヘッド９から撮像信号を受信し、メモリ５２に記録すると
ともに、評価値算出部５４に出力する。また、メモリ制御部５１は、メモリ５２に記録さ
れている最新の撮像信号、又は撮像信号選択部５６によって選択された撮像信号を、画像
処理部５３に出力する。
【００３０】
　メモリ５２は、フラッシュメモリやＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）等
の半導体メモリを用いて実現され、メモリ制御部５１から取得した撮像信号や、通信情報
データ（例えば、通信用フォーマット情報など）が記録されている。なお、メモリ５２は
、制御部５７が実行する各種プログラム等が記録されていてもよい。
【００３１】
　画像処理部５３は、メモリ制御部５１から撮像信号を取得し、撮像信号に対してノイズ
除去や、必要に応じてＡ／Ｄ変換等の信号処理を行うことによって、デジタル化された撮
像信号（パルス信号）を生成する。そして、画像処理部５３は、メモリ制御部５１から入
力される撮像信号をもとに、表示装置４が表示する表示用の画像信号を生成する。この表
示用の画像信号は、記録装置１０にも出力され、記録装置１０に記録される。画像処理部
５３は、撮像信号に対して、所定の信号処理を実行して被写体画像を含む表示用の画像信
号を生成する。ここで、画像処理としては、補間処理や、色補正処理、色強調処理、及び
輪郭強調処理等の各種画像処理等が挙げられる。画像処理部５３は、生成した画像信号を
表示装置４に出力する。
【００３２】
　なお、画像処理部５３は、入力された各フレームの所定のＡＦ用評価値を出力するＡＦ
処理部、及び、ＡＦ処理部からの各フレームのＡＦ用評価値から、最も合焦位置として適
したフレーム又はフォーカスレンズ位置等を選択するようなＡＦ演算処理を行うＡＦ演算
部を有していてもよい。
【００３３】
　評価値算出部５４は、メモリ制御部５１から取得した撮像信号をもとに、該撮像信号の
評価値を算出する。評価値算出部５４は、撮像信号における有効画素領域のうち、予め設
定されている検波領域を検波することによって、評価値を算出する。有効画素領域は、画
像を生成するための輝度に関する電気信号を生成する画素により構成される画素領域であ
って、すべての画素により構成される総画素領域の一部の画素領域である。
【００３４】
　図３は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置が備える評価値算出部が行う評価値
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算出を説明するための図である。評価値算出部５４は、図３に示す有効画素領域ＲIMのう
ち、中央部に設定される検波領域ＲDを検波することによって評価値を算出する。例えば
、有効画素領域の画素数が例えば４４００×２２５０である場合、検波領域は画素数が１
９２０×１０８０となる領域が設定される。
【００３５】
　評価値算出部５４は、画像のぶれやぼけを示す値を評価値として算出する。具体的に、
評価値算出部５４は、例えば、検波対象の撮像信号における検波領域の画素値と、時系列
で隣り合う撮像信号における検波領域の画素値とを比較して、検波対象の撮像信号に応じ
た画像のぶれやぼけを検出し、そのぶれ量やぼけ量を評価値とする。ぶれ量やぼけ量は、
公知の方法を用いて算出することができる。評価値算出部５４は、算出した評価値を評価
値メモリ５５に記録させる。
【００３６】
　図４は、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置が備える評価値算出部が行う評価値
算出を説明するための図である。制御装置５では、入力された撮像信号に基づいて、画像
処理部５３による表示用の画像信号の生成と、評価値算出部５４による評価値の算出とが
実行される。例えば、時間ｔ0、ｔ1、ｔ2、ｔ3、ｔ4、ｔ5、・・・において撮像信号が入
力され、画像処理部５３と評価値算出部５４がそれぞれ処理を実行する。図４に示す破線
のブロック矢印Ｔ1～Ｔ5は、評価値算出部５４が、一つの画像について評価値を算出する
ための期間（以下、評価値算出期間Ｔ1～Ｔ5という）を示している。例えば、時間ｔ0、
ｔ1、ｔ2、ｔ3、ｔ4、ｔ5において、時系列的に隣り合う時間の間隔は均等であってもよ
い。評価値算出期間Ｔ1～Ｔ5は、撮像信号が入力される間隔（間隔時間ＴTR）と同じであ
る。なお、評価値算出部５４は、この評価値算出期間Ｔ1～Ｔ5（間隔時間ＴTR）内に、評
価値の算出処理が完了していればよい。
【００３７】
　評価値算出部５４は、この間隔時間ＴTR内に、撮像信号の評価値の算出を完了すること
で、連続して入力される撮像信号に対して遅延なく処理を継続することができる。これに
より、次の撮像信号が入力されたタイミングで、最新の撮像信号に対応する画像を表示装
置４に表示、又は記録装置１０に記録することができる。例えば、時間ｔ0で入力された
撮像信号を用いて、評価値算出期間Ｔ1内に評価値を算出し、この撮像信号に対応する画
像ＩＭ1を、時間ｔ1において表示することができる。同様に、時間ｔ1で入力された撮像
信号を用いて、評価値算出期間Ｔ2内に評価値を算出し、この撮像信号に対応する画像Ｉ
Ｍ2を時間ｔ2において表示し、時間ｔ2で入力された撮像信号を用いて、評価値算出期間
Ｔ3内に評価値を算出し、この撮像信号に対応する画像ＩＭ3を時間ｔ3において表示し、
時間ｔ3で入力された撮像信号を用いて、評価値算出期間Ｔ4内に評価値を算出し、この撮
像信号に対応する画像ＩＭ4を時間ｔ4において表示し、時間ｔ4で入力された撮像信号を
用いて、評価値算出期間Ｔ5内に評価値を算出し、この撮像信号に対応する画像を時間ｔ5

において表示することができる。記録装置１０への記録も同様に実行される。
【００３８】
　このとき、評価値算出部５４は、有効画素領域の全域に対して検波処理を実行して評価
値を算出しようとすると、近年の高画素化・高解像度化に伴い、処理時間が増大し、上述
した間隔時間ＴTR内に評価値算出処理を終了できない場合がある。この場合、最新の撮像
信号に対する、評価値メモリ５５に記録される評価値のうち、最新の評価値に対応する撮
像信号の遅延量が大きくなる。これに対し、本実施の形態では、評価値算出部５４による
検波領域を、有効画素領域ＲIMよりも小さい検波領域ＲD（図３参照）とすることによっ
て、各撮像信号の評価値の算出に要する処理時間を削減し、処理時間の遅延を抑制してい
る。これにより、メモリ５２に記録されている最新の撮像信号の評価値まで算出すること
が可能となる。
【００３９】
　評価値メモリ５５は、フラッシュメモリやＤＲＡＭ等の半導体メモリを用いて実現され
、評価値算出部５４が算出した評価値を、撮像信号と対応付けて記録する。また、評価値
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メモリ５５は、撮像信号選択部５６からの要求に応じて、記録している評価値を出力する
。評価値メモリ５５は、入力された評価値すべてを記録するようにしてもよいし、予め設
定されているフレーム数に応じた数の評価値を記録するようにしてもよい。評価値メモリ
５５は、評価値の記録数に上限が設定され、最大記録数の評価値が記録されている状態で
新たに評価値が入力された場合に、最も古い評価値を削除して、この削除した評価値に代
えて、入力された評価値を記録する。これにより、評価値メモリ５５は、時系列で最新の
評価値が、予め決まった数分記録される。なお、評価値メモリ５５は、メモリ５２の一部
として構成されるものであってもよい。
【００４０】
　撮像信号選択部５６は、評価値メモリ５５から最新の撮像信号に対応する評価値を含む
、予め設定されている数フレーム分、例えば、時系列で最新の５フレーム分の撮像信号に
かかる評価値を出力し、最もぶれやぼけが小さいと評価される評価値を抽出する。撮像信
号選択部５６は、抽出した評価値に対応する撮像信号を、表示（記録）対象の撮像信号と
して選択する。撮像信号選択部５６は、選択した撮像信号に関する選択情報を、メモリ制
御部５１に出力する。選択情報には、撮像時刻や、フレーム番号等、選択した撮像信号を
特定できる情報が含まれる。
【００４１】
　制御部５７は、制御装置５及びカメラヘッド９を含む各構成部の駆動制御、及び各構成
部に対する情報の入出力制御などを行う。制御部５７は、メモリ５２に記録されている通
信情報データ（例えば、通信用フォーマット情報など）を参照して制御信号を生成し、該
生成した制御信号を各構成部へ送信する。また、制御部５７は、伝送ケーブル８を介して
、カメラヘッド９に対して制御信号を出力する。
【００４２】
　制御部５７は、所定の間隔、例えば１フレーム分の撮像信号から画像を生成するのに要
する処理時間の間隔で、順次画像を切り替えて表示している際、カメラヘッド９を介して
フリーズ指示が入力された場合に、表示装置４に、上述した切り替え間隔よりも長い間隔
で画像を表示するフリーズ表示を行わせる。この際、記録装置１０には、表示期間に同期
して記録処理が実行される。
【００４３】
　また、制御部５７は、撮像装置３及び制御装置５の同期信号、及びクロックを生成する
。撮像装置３への同期信号（例えば、カメラヘッド９の撮像タイミングを指示する同期信
号等）やクロック（例えばシリアル通信用のクロック）は、図示しないラインで撮像装置
３に送られ、この同期信号やクロックを基に、撮像装置３は駆動する。
【００４４】
　なお、上述したメモリ制御部５１、画像処理部５３、評価値算出部５４、撮像信号選択
部５６及び制御部５７は、プログラムが記録された内部メモリ（図示略）を有するＣＰＵ
（Central　Processing　Unit）等の汎用プロセッサやＡＳＩＣ（Application　Specific
　Integrated　Circuit）等の特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを
用いて実現される。また、プログラマブル集積回路の一種であるＦＰＧＡ(Field　Progra
mmable　Gate　Array：図示略)を用いて構成するようにしてもよい。なおＦＰＧＡにより
構成される場合は、コンフィグレーションデータを記憶するメモリを設け、メモリから読
み出したコンフィグレーションデータにより、プログラマブル集積回路であるＦＰＧＡを
コンフィグレーションしてもよい。
【００４５】
　また、制御装置５は、キーボード、マウス、タッチパネル等のユーザインタフェースを
用いて構成され、各種情報の入力を受け付ける入力部（図示略）を備えている。
【００４６】
　次に、カメラヘッド９の構成として、本発明の要部を主に説明する。カメラヘッド９は
、図２に示すように、レンズユニット９１と、撮像部９２と、カメラヘッド制御部９３と
、駆動部９４と、操作スイッチ９５とを備える。
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【００４７】
　レンズユニット９１は、１又は複数のレンズを用いて構成され、内視鏡２にて集光され
た被写体像を、撮像部９２を構成する撮像素子の撮像面に結像する。当該１又は複数のレ
ンズは、光軸に沿って移動可能に構成されている。そして、レンズユニット９１には、当
該１又は複数のレンズを移動させて、画角を変化させる光学ズーム機構（図示略）や焦点
を変化させるフォーカス機構が設けられている。なお、レンズユニット９１は、光学ズー
ム機構及びフォーカス機構のほか、絞り機構や、光軸上に挿脱自在な光学フィルタ（例え
ば赤外光をカットするフィルタ）が設けられていてもよい。
【００４８】
　撮像部９２は、カメラヘッド制御部９３による制御のもと、被写体を撮像する。この撮
像部９２は、レンズユニット９１が結像した被写体像を、複数画素が配列された有効画素
領域を含む受光面で受光して電気信号に変換するＣＣＤ(Charge　Coupled　Device)又は
ＣＭＯＳ(Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor)等の撮像素子を用いて構成され
ている。ＣＣＤの場合は、例えば、当該撮像素子からの電気信号（アナログ信号）に対し
て信号処理（Ａ／Ｄ変換等）を行って撮像信号を出力する信号処理部（図示略）がセンサ
チップなどに実装される。ＣＭＯＳの場合は、例えば、光から電気信号に変換された電気
信号（アナログ）に対して信号処理（Ａ／Ｄ変換等）を行って撮像信号を出力する信号処
理部が撮像素子に含まれる。
【００４９】
　カメラヘッド制御部９３は、伝送ケーブル８を介して入力した駆動信号や、カメラヘッ
ド９の外面に露出して設けられたスイッチ等の操作部へのユーザ操作により操作部から出
力される指示信号等に応じて、カメラヘッド９全体の動作を制御する。また、カメラヘッ
ド制御部９３は、伝送ケーブル８を介して、カメラヘッド９の現在の状態に関する情報を
制御装置５に出力する。
【００５０】
　駆動部９４は、カメラヘッド制御部９３による制御の下、光学ズーム機構やフォーカス
機構を動作させ、レンズユニット９１の画角や焦点位置を変化させるドライバを有する。
【００５１】
　操作スイッチ９５は、一つ又は複数のボタンや、タッチパネル等を用いて構成され、ボ
タンの押下や、ユーザによるタッチ位置に応じて指示信号を出力する。操作スイッチ９５
では、例えば、画像のフリーズ表示（記録）を指示するボタンの押下、又はタッチパネル
へのタッチ操作に応じて、制御装置５にフリーズ（記録）指示信号を入力する。
【００５２】
　なお、上述したカメラヘッド制御部９３及び駆動部９４は、プログラムが記録された内
部メモリ（図示略）を有するＣＰＵ等の汎用プロセッサやＡＳＩＣ等の特定の機能を実行
する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて実現される。また、プログラマブル集積回
路の一種であるＦＰＧＡを用いて構成するようにしてもよい。なお、ＦＰＧＡにより構成
される場合は、コンフィグレーションデータを記憶するメモリを設け、メモリから読み出
したコンフィグレーションデータにより、プログラマブル集積回路であるＦＰＧＡをコン
フィグレーションしてもよい。
【００５３】
　なお、カメラヘッド９や伝送ケーブル８に、撮像部９２により生成された撮像信号に対
して信号処理を施す信号処理部を構成するようにしてもよい。また、カメラヘッド９内部
に設けられた発振器（図示略）で生成された基準クロックに基づいて、撮像部９２を駆動
するための撮像用クロック、及び駆動部９４を駆動するための駆動用クロックを生成し、
撮像部９２及び駆動部９４にそれぞれ出力するようにしてもよいし、伝送ケーブル８を介
して制御装置５から入力した同期信号に基づいて、撮像部９２、駆動部９４、及びカメラ
ヘッド制御部９３における各種処理のタイミング信号を生成し、撮像部９２、駆動部９４
、及びカメラヘッド制御部９３にそれぞれ出力するようにしてもよい。また、カメラヘッ
ド制御部９３をカメラヘッド９ではなく伝送ケーブル８や制御装置５に設けてもよい。
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【００５４】
　続いて、内視鏡装置１が行う画像表示処理について、図５を参照して説明する。図５は
、本発明の一実施の形態にかかる内視鏡装置が行う画像表示処理を示すフローチャートで
ある。以下、制御部５７の制御のもと、制御装置５の各部が動作するものとして説明する
。
【００５５】
　制御装置５がカメラヘッド９から撮像信号を受信すると、メモリ制御部５１が、受信し
た撮像信号をメモリ５２に記録させる（ステップＳ１０１）。また、メモリ制御部５１は
、受信した撮像信号を画像処理部５３及び評価値算出部５４に出力する。メモリ制御部５
１は、撮像信号選択部５６による選択情報の入力に応じて撮像信号を選択するようにして
もよい。なお、この際の選択情報は、最新の撮像信号を選択する旨を指示する情報である
。
【００５６】
　画像処理部５３は、最新の撮像信号を取得すると、表示用の画像信号を生成する（ステ
ップＳ１０２）。その後、画像処理部５３は、生成した画像信号を表示装置４及び／又は
記録装置１０に出力し、画像信号に応じた画像を表示装置４に表示、又は記録装置１０に
記録させる（ステップＳ１０３）。ステップＳ１０３によって、画像が順次切り替え表示
（動画表示）される。
【００５７】
　ステップＳ１０４において、評価値算出部５４は、メモリ制御部５１から取得した撮像
信号における有効画素領域のうち、予め設定されている検波領域（例えば図３参照）を検
波することによって、評価値を算出する。評価値算出部５４は、算出した評価値を評価値
メモリ５５に記録させる。
【００５８】
　なお、上述したステップＳ１０３及びステップＳ１０４は、ステップＳ１０４を先に実
行してもよいし、ステップＳ１０３とステップＳ１０４とを並行して実行するようにして
もよい。
【００５９】
　ステップＳ１０５において、制御部５７は、操作スイッチ９５を介してフリーズ指示が
入力されたか否かを判断する。制御部５７は、フリーズ指示が入力されたと判断した場合
（ステップＳ１０５：Ｙｅｓ）、ステップＳ１０６に移行する。
【００６０】
　これに対し、制御部５７は、フリーズ指示が入力されていないと判断した場合（ステッ
プＳ１０５：Ｎｏ）、ステップＳ１０１に戻り、新たに入力される撮像信号に対して、上
述した処理を施す。ステップＳ１０１からステップ１０３を繰り返すことによって、表示
装置４には、所定の間隔、例えば１フレーム分の撮像信号から画像を生成するのに要する
処理時間の間隔で、画像が切り替え表示される。また、記録装置１０にも同様のタイミン
グで画像の記録処理が実行される。
【００６１】
　ステップＳ１０６において、撮像信号選択部５６は、評価値メモリ５５から評価値を出
力し、最もぶれやぼけが小さいと評価される評価値を抽出する。撮像信号選択部５６は、
抽出した評価値に対応する撮像信号を、表示（記録）対象の撮像信号として選択する。撮
像信号選択部５６は、選択した撮像信号に関する選択情報を、メモリ制御部５１に出力す
る。
【００６２】
　ステップＳ１０６に続くステップＳ１０７において、メモリ制御部５１は、撮像信号選
択部５６が生成した選択情報に応じた撮像信号をメモリ５２から抽出し、画像処理部５３
に出力する。画像処理部５３は、取得した撮像信号に処理を施して、フリーズ表示（記録
）させるための表示用の画像信号を生成する。
【００６３】
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　ステップＳ１０７に続くステップＳ１０８において、制御部５７は、表示装置４に、ス
テップＳ１０１からステップＳ１０３を繰り返した際の切り替え間隔よりも長い間隔で画
像を表示するフリーズ表示を行わせる。この際、同じ画像が記録装置１０に記録される。
なお、フリーズ表示（記録）を行っている最中に新たに撮像信号が入力された場合には、
その撮像信号について、評価値算出部５４による評価値算出処理（ステップＳ１０４）が
実行される。
【００６４】
　以上説明したような、画像処理評価値算出処理、フリーズ表示画像選択処理によって、
動画の処理及び表示中におけるフリーズ等の指示入力をトリガとして、連続した画像にお
ける所定の期間、又は所定枚数の複数枚の画像を評価し、評価した画像の中から選択され
た画像を、静止画として所定の期間、表示装置に出力することができる。
【００６５】
　制御部５７は、フリーズ表示（記録）処理終了後、新たな撮像信号の入力があるか否か
を判断する。制御部５７は、新たな撮像信号が入力されていると判断した場合（ステップ
Ｓ１０９：Ｙｅｓ）、ステップＳ１０１に戻り、上述した処理を繰り返す。これに対し、
制御部５７は、新たな撮像信号が入力されていないと判断した場合（ステップＳ１０９：
Ｎｏ）、上述した処理を終了する。
【００６６】
　上述した実施の形態では、連続して入力される撮像信号に対し、画像処理部５３が画像
処理を施した画像信号に基づいて表示装置４が画像を表示、又は記録装置１０が画像を記
録し、評価値算出部５４が、画像のぶれやぼけを評価するための評価値を算出する。この
際、評価値算出部５４は、有効画素領域の一部の領域である検波領域を検波することによ
って評価値を算出するようにした。本実施の形態によれば、高解像度化により有効画素領
域が大きくなった場合でも、評価値算出部５４による評価値算出の遅延を抑制し、連続し
て入力される撮像信号を効率的に評価することができる。
【００６７】
　なお、上述した実施の形態では、一回のフリーズ指示により、フリーズ表示（記録）対
象の撮像信号を一つ選択する例について説明したが、一つ（１フレーム）に限らず、複数
フレームにわたってフリーズ対象の撮像信号の選択、表示（記録）（図５に示すステップ
Ｓ１０６～Ｓ１０８）を繰り返すようにしてもよい。
【００６８】
　また、上述した実施の形態では、有効画素領域の中央部に検波領域を設定した例につい
て説明したが、これに限らない。以下、検波領域の他の例について、図面を参照して説明
する。以下に説明する変形例も一例であり、本発明は、このほかの適用可能なすべての検
波領域を含む。
【００６９】
（実施の形態の変形例１）
　次に、本発明の実施の形態の変形例１について説明する。図６は、本発明の実施の形態
の変形例１にかかる内視鏡装置が備える評価値算出部が行う評価値算出を説明するための
図である。本変形例１では、所定のフレーム間隔で画像を検波し、図３に示す有効画素領
域ＲIMのすべてが検波領域に設定される。具体的には、１フレーム間引いて検波を行い、
図６に示す画像ＩＭ1、画像ＩＭ3について検波を実施し、その検波領域は、有効画素領域
ＲIMのすべてとなる。図６に示す破線のブロック矢印Ｔ11～Ｔ13は、評価値算出部５４が
、一つの画像について評価値を算出するための期間（評価値算出期間Ｔ11～Ｔ13）を示し
ている。
【００７０】
　本変形例１において、評価値算出部５４が評価値を算出する期間（評価値算出期間Ｔ11

～Ｔ13）は、２フレーム分の撮像信号を受信する期間（２×間隔時間ＴTR）となる。評価
値算出期間Ｔ11は、時間ｔ0で入力された撮像信号（画像ＩＭ1に対応）を用いて評価値を
算出する期間である。評価値算出期間Ｔ12は、時間ｔ2で入力された撮像信号（画像ＩＭ3
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に対応）を用いて評価値を算出する期間である。評価値算出期間Ｔ13は、時間ｔ4で入力
された撮像信号を用いて評価値を算出する期間である。図６に示すように、有効画素領域
ＲIMのすべてについて検波処理を実行すると、間隔時間ＴTRを超えてしまうが、次のフレ
ームは検波処理を行わないため、２フレームにわたって、一つの画像の評価値算出を行う
ことができる。なお、間引くフレーム数は、任意に設定可能であり、２フレーム以上の間
隔を設けてもよい。
【００７１】
　本変形例１において、検波対象の画像（フレーム）、設定される検波領域以外は、上述
した実施の形態と同様である。なお、フリーズ指示が入力された際には、評価値が算出さ
れている画像（ここでは画像ＩＭ1、画像ＩＭ3）のうちからフリーズ対象の画像が選択さ
れる。本変形例１によれば、高解像度化により有効画素領域が大きくなった場合でも、検
波対象領域を削減することができるため、評価値算出部５４による評価値算出の遅延を抑
制し、連続して入力される撮像信号を効率的に評価することができる。
【００７２】
　なお、本変形例１において、設定される検波領域を、上述した実施の形態と同様にして
、有効画素領域ＲIMの一部としてもよい。これにより、有効画素領域すべてを検波領域と
する場合と比して、評価値算出をさらに効率的に実施することができる。
【００７３】
　また、本変形例１において、評価値が算出されない画像（図６では画像ＩＭ2、画像Ｉ
Ｍ4）について、前フレームの画像の評価値を対応付けてもよい。例えば、画像ＩＭ2の評
価値は、画像ＩＭ1の評価値に対応付けられる。
【００７４】
（実施の形態の変形例２）
　次に、本発明の実施の形態の変形例２について説明する。図７は、本発明の実施の形態
の変形例２にかかる評価値算出処理を説明するための図である。本変形例２では、有効画
素領域ＲIMにおいて、図７の縦方向に延びる複数の部分検波領域（部分検波領域ＲD1～Ｒ

D4）からなる検波領域が設定される。部分検波領域ＲD1～ＲD4は、例えば、有効画素領域
の画素数が４４００×２２５０である場合、各々が、横方向の画素数が６３０、縦方向の
画素数が２２５０の領域を有し、所定の間隔で配置される。
【００７５】
　本変形例２において、設定される検波領域以外は、上述した実施の形態と同様である。
本変形例２においても、上述した実施の形態と同様の効果を得ることができる。なお、変
形例２では、複数の部分検波領域が、それぞれ縦方向に延びているものとして説明したが
、横方向に延びる領域としてもよい。
【００７６】
（実施の形態の変形例３）
　次に、本発明の実施の形態の変形例３について説明する。図８は、本発明の実施の形態
の変形例３にかかる評価値算出処理を説明するための図である。本変形例３にかかる内視
鏡装置は、立体視用の画像信号を生成する。本変形例３では、レンズユニット９１が、左
目用及び右目用の光学系を有する。カメラヘッド９の撮像部９２は、各光学系が集光した
光をもとに左目用撮像信号及び右目用撮像信号をそれぞれ生成する。撮像部９２は、受光
領域を分けて左目用撮像信号及び右目用撮像信号を生成する一つの撮像素子で構成しても
よいし、左目用撮像信号及び右目用撮像信号をそれぞれ生成する二つの撮像素子で構成し
てもよい。左目用撮像信号及び右目用撮像信号は、同時又はほぼ同時に生成される。その
ほかの構成は、上述した実施の形態と同様である。
【００７７】
　画像処理部５３は、左目用撮像信号と右目用撮像信号とを用いて、表示装置４の表示方
式、又は記録装置１０の記録方式に対応した三次元画像信号を表示用の画像信号として生
成する。本変形例３において、画像処理部５３は、サイドバイサイド方式の画像信号を生
成する。画像処理部５３は、生成した三次元画像信号を表示装置４又は記録装置１０に出
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力する。
【００７８】
　サイドバイサイド方式の立体視用の画像は、図８に示す画像ＩＭ3DSのように、左目用
撮像信号に対応する左目用画像ＩＭLと、右目用撮像信号に対応する右目用画像ＩＭRとを
左右に並べてなる。ここで、左目用画像ＩＭL及び右目用画像ＩＭRは、例えば画像ＩＭ3D

Sの画素数が４４００×２２５０である場合、各々の画素数が２２００×２２５０である
。
【００７９】
　評価値算出部５４は、例えば、画像ＩＭ3DSのうち左目用画像ＩＭLを検波対象とする。
すなわち、評価値算出部５４は、画像ＩＭ3DS全体に対して半分程度の領域を検波領域と
する。これにより、評価値算出部５４は、画像ＩＭ3DS全体を検波する場合と比して、半
分程度の処理時間で評価値を算出することができる。
【００８０】
　メモリ制御部５１は、撮像信号選択部５６が評価値に基づいて選択した左目用撮像信号
と、この左目用撮像信号に対応する右目用撮像信号とを抽出し、画像処理部５３に出力す
る。
【００８１】
　本変形例３によれば、設定される検波領域を、表示（記録）する画像の半分程度に設定
したので、上述した実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００８２】
（実施の形態の変形例４）
　次に、本発明の実施の形態の変形例４について説明する。図９は、本発明の実施の形態
の変形例４にかかる評価値算出処理を説明するための図である。本変形例４にかかる内視
鏡装置は、変形例３と同様に、立体視用の画像信号を生成する。
【００８３】
　画像処理部５３は、左目用撮像信号と右目用撮像信号とを用いて、表示装置４の表示方
式、又は記録装置１０の記録方式に対応した三次元画像信号を表示用の画像信号として生
成する。本変形例４において、画像処理部５３は、ラインバイライン方式の画像信号を生
成する。画像処理部５３は、生成した三次元画像信号を表示装置４又は記録装置１０に出
力する。
【００８４】
　ラインバイライン方式の立体視用の画像は、図９に示す画像ＩＭ3DLのように、左目用
撮像信号に対応する左目用画像を構成する水平ラインＬIMLと、右目用撮像信号に対応す
る右目用画像を構成する水平ラインＬIMRとを交互に並べてなる。各水平ラインは、撮像
素子を構成する画素配列における一つのラインに対応するものであってもよいし、複数ラ
インに対応するものであってもよい。
【００８５】
　評価値算出部５４は、例えば、画像ＩＭ3DLのうち左目用画像に対応する各水平ライン
を検波対象とする。すなわち、評価値算出部５４は、画像ＩＭ3DL全体に対して半分程度
の領域を検波領域とする。これにより、評価値算出部５４は、画像ＩＭ3DL全体を検波す
る場合と比して、半分程度の処理時間で評価値を算出することができる。
【００８６】
　本変形例４によれば、設定される検波領域を、表示（記録）する画像の半分程度に設定
したので、上述した実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００８７】
　なお、上述した変形例３、４において、検波領域を間引くことによって、さらに小さく
してもよい。例えば、図８に示す左目用画像ＩＭLを検波対象とする場合に、図３に示す
検波領域ＲDのように、左目用画像ＩＭLの中央部を検波領域としてもよいし、図７に示す
検波領域（部分検波領域ＲD1～ＲD4）のように、間引いて分割した領域からなる検波領域
としてもよい。
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【００８８】
　また、上述した変形例３、４において説明したサイドバイサイド方式及びラインバイラ
イン方式のほか、例えばトップアンドボトム方式等の他の方式であってもよい。
【００８９】
（実施の形態の変形例５）
　次に、本発明の実施の形態の変形例５について説明する。図１０は、本発明の実施の形
態の変形例５にかかる評価値算出処理を説明するための図である。本変形例５にかかる内
視鏡装置は、波長帯域の異なる照明光を交互に出射して得られる光に基づく画像信号を生
成する。本変形例５では、白色光と、赤外領域の波長帯域の光からなる赤外光とを交互に
出射する。カメラヘッド９の撮像部９２は、受光した光をもとに、白色光による撮像信号
と、赤外光による撮像信号とを交互に生成する。画像処理部５３は、白色光による撮像信
号と、赤外光による撮像信号とに基づいて、一つの表示（記録）画像を生成する。そのほ
かの構成は、上述した実施の形態と同様である。図１０に示す破線のブロック矢印Ｔ21～
Ｔ23は、評価値算出部５４が、一つの画像について評価値を算出するための期間（評価値
算出期間Ｔ21～Ｔ23）を示している。
【００９０】
　本変形例５において、制御装置５では、入力された撮像信号に基づいて、画像処理部５
３による表示用の画像信号の生成と、評価値算出部５４による評価値の算出とが実行され
る。例えば、時間ｔ0、ｔ12、ｔ14、・・・において白色光による撮像信号が入力され、
時間ｔ11、ｔ13、ｔ15、・・・において赤外光による撮像信号が入力され、画像処理部５
３が処理を実行する。例えば、時間ｔ0で入力された撮像信号により白色光画像ＩＭW1が
生成される。同様に、時間ｔ1で入力された撮像信号により赤外光画像ＩＭIR1が生成され
、時間ｔ2で入力された撮像信号により白色光画像ＩＭW2が生成され、時間ｔ13で入力さ
れた撮像信号により赤外光画像ＩＭIR2が生成される。白色光画像と赤外光画像とが生成
されると、時系列で隣り合う画像同士を合成して、合成画像を生成する。例えば、白色光
画像ＩＭW1と赤外光画像ＩＭIR1とを合成して合成画像（図示せず）を生成し、赤外光画
像ＩＭIR1と白色光画像ＩＭW2とを合成して合成画像（図示せず）を生成し、白色光画像
ＩＭW2と赤外光画像ＩＭIR2とを合成して合成画像（図示せず）を生成する。合成画像は
、例えば白色光画像に赤外光画像を重畳した画像である。本変形例５では、白色光による
撮像信号が入力された際（時間ｔ0、ｔ12、ｔ14、・・・）において、評価値算出部５４
が評価値の算出を行う。
【００９１】
　評価値算出部５４は、白色光による撮像信号が入力されると、上述したように評価値を
算出する。この際、検波領域は、一方の光（ここでは白色光）による撮像信号の有効画素
領域全域とする。ここで、本変形例５では、変形例１と同様に、撮像信号に基づく評価値
を算出する時間は、２フレーム分の撮像信号を受信する期間（２×間隔時間ＴTR）となる
。具体的に、図１０に示すタイムチャートにおいて、評価値算出期間Ｔ21は、時間ｔ0で
入力された撮像信号（白色光画像ＩＭW1に対応）を用いて評価値を算出する期間である。
評価値算出期間Ｔ22は、時間ｔ12で入力された撮像信号（白色光画像ＩＭW2に対応）を用
いて評価値を算出する期間である。評価値算出期間Ｔ23は、時間ｔ14で入力された撮像信
号を用いて評価値を算出する期間である。例えば、評価値算出期間Ｔ21は、時間ｔ0に入
力された白色光に基づいて評価値を算出するための時間が、時間ｔ0から時間ｔ12までの
２フレーム分の処理時間に相当する。評価値算出部５４は、時間ｔ0から時間ｔ12までの
間に評価値を算出すればよい。
【００９２】
　フリーズ指示が入力された際には、白色光の画像（ここでは白色光画像ＩＭW1、白色光
画像ＩＭW2）の評価値に基づいてフリーズ対象の合成画像が選択される。メモリ制御部５
１は、撮像信号選択部５６が評価値に基づいて選択した白色光による撮像信号と、この白
色光による撮像信号に対応する赤外光による撮像信号とを抽出し、画像処理部５３に出力
する。なお、メモリ制御部５１は、予め合成画像が生成されていれば、選択された白色光
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画像に対応する合成画像を抽出する。
【００９３】
　本変形例５では、上述した実施の形態や変形例１～３と比して、評価値の算出数は半分
程度になるものの、有効画素領域全体を検波領域とした高精度の評価値を算出することが
できる。
【００９４】
　ここで、本変形例５における撮像部９２の構成について、図１１Ａ及び図１１Ｂを参照
して説明する。撮像部９２は、白色光及び赤外光を受光する一つの撮像素子を備える構成
と、白色光及び赤外光をそれぞれ受光する二つの撮像素子を備える構成とのいずれかとな
る。
【００９５】
［撮像素子が一つの場合］
　図１１Ａは、本発明の実施の形態の変形例５にかかる内視鏡装置が備える撮像部の構成
の一例を説明するための図である。図１１Ａに示すように、撮像部９２が、白色光及び赤
外光を受光する一つの撮像素子９２１を備える場合、撮像素子９２１は、順次入射する白
色光ＱWLIと、赤外光ＱIRとを順次取得して、各光を光電変換した電気信号を出力する。
この構成の場合、白色光ＱWLIと、赤外光ＱIRとを受光する画素領域は共通であり、有効
画領域も同じである。
【００９６】
［撮像素子が二つの場合］
　図１１Ｂは、本発明の実施の形態の変形例５にかかる内視鏡装置が備える撮像部の構成
の他の例を説明するための図である。図１１Ｂに示すように、撮像部９２が、白色光及び
赤外光をそれぞれ受光する二つの撮像素子（撮像素子９２２、９２３）を備える場合、各
撮像素子の前段に、入射する白色光ＱWLI及び赤外光ＱIRを分光するプリズム９２４が設
けられる。プリズム９２４は、赤外の波長帯域の光を折り曲げるとともに、赤外の波長帯
域以外の波長帯域の光を透過する。図１１Ｂでは、撮像素子９２２が、プリズム９２４が
透過した光Ｑ1を取得して光電変換する。また、撮像素子９２３は、プリズム９２４が折
り曲げた光を取得して光電変換する。この構成の場合、白色光ＱWLIと、赤外光ＱIRとを
受光する撮像素子は異なり、その有効画領域も異なる領域となる。
【００９７】
　また、白色光画像と赤外光画像とを用いて生成される画像は、上述したような、白色光
画像に赤外光画像を重畳した合成画像に限らない。図１２は、本発明の実施の形態の変形
例５にかかる内視鏡装置が備える表示装置が表示する画像の他の例を説明するための図で
ある。図１２に示す合成画像ＩＭC10のように、一方の画像上に他方の画像を子画面表示
するようにしてもよい。合成画像ＩＭC10は、白色光画像ＩＭC11の一部に、赤外光画像Ｉ
ＭC12を埋め込んだ画像である。また、白色光画像と赤外光画像とを、それぞれ独立して
表示するようにしてもよい。
【００９８】
　なお、本変形例５では、白色光と赤外光とによる撮像信号を用いた例を説明したが、互
いに異なる波長帯域の光により生成される撮像信号であれば適用可能である。
【００９９】
　また、本変形例５において、設定される検波領域を、上述した実施の形態と同様にして
、有効画素領域ＲIMの一部としてもよい。これにより、有効画素領域すべての検波領域と
する場合と比して、評価値算出の遅延をさらに抑制できる。
【０１００】
　また、本変形例５において、評価値が算出されない画像（図１０では赤外光画像ＩＭIR

1、赤外光画像ＩＭIR2）について、前フレームの画像の評価値を対応付けてもよい。例え
ば、赤外光画像ＩＭIR1の評価値は、白色光画像ＩＭW1の評価値に対応付けられる。
【０１０１】
　ここまで、本発明を実施するための形態を説明してきたが、本発明は上述した実施の形
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号処理などを行うものとして説明したが、カメラヘッド９側で行うものであってもよい。
【０１０２】
　以上のように、本発明にかかる医療用撮像装置及び内視鏡装置は、連続して入力される
撮像信号を効率的に評価するのに有用である。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　内視鏡装置
　２　内視鏡
　３　撮像装置
　４　表示装置
　５　制御装置
　６　光源装置
　７　ライトガイド
　８　伝送ケーブル
　９　カメラヘッド
　１０　記録装置
　５１　メモリ制御部
　５２　メモリ
　５３　画像処理部
　５４　評価値算出部
　５５　評価値メモリ
　５６　撮像信号選択部
　５７　制御部
　９１　レンズユニット
　９２　撮像部
　９３　カメラヘッド制御部
　９４　駆動部
　９５　操作スイッチ
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